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1 ．はじめに
本稿は 	 Indenture, 1663 December 18, made 

between Queen Henrietta Maria her Trustees, St. 
Albans, Sir Kenelm Digby, Sir John Winter, Sir 
Charles Harbord, Sir Robert Long, Sir Peter Ball and 
Sir Henry Wood as one party, and Robert Bruce, the 
other party of a grant to Lord Bruce of the succeeding 
right to his father’s estates and titles after the death of 
Thomas Bruce, 1

st
 Earl of Elgin（ 以 下、Indenture 

1663と略記。請求記号：Hobbes	I	 ||	95,	資料ID：
40696057）の紹介を目的とする。この資料は、
チャールズ1世（Charles	I,	1600-49）の妃ヘンリエッ
タ・マリア（Henrietta	Maria［英］，アンリエット・
マリー	Henriette	Marie［仏］，1609-69）と王妃に
仕える 7名が、ブルース卿（Robert	Lord	Bruce,	
1626-85）に対して、土地や権利を与える旨	を
1663年12月18日付で証明したマニュスクリプト
（手稿資料）である。
名古屋大学附属図書館では、所蔵のコレクショ
ンである「ホッブズ・コレクション」（Indenture 
1663を収める）と水田文庫を主な対象として学術
的価値の高い貴重書をデジタル化し、「ホッブ
ズ・水田コレクションデータベース」として公開
する際に、そこに含まれるマニュスクリプトにつ
いては、画像データと共にできる限りテキスト
データ（原文の翻字テキスト）も併せて公開した
いという意向を持ち続けてきた。しかしながら、
マニュスクリプトは解読が決して容易ではなく、
テキストデータの公開がなかなか進められないの
が現状である。
以上の意向を受け、本稿では、末尾にIndenture 

1663の翻字テキストを提示する。なお、翻字テキ
ストは、過去に元経済学部図書掛長・川原和子氏
によって作成されたものを基に、筆者が修正・追
加したものである。
実は、筆者は16・17世紀の日本のキリシタン史
を専門とし、特に同時代のイエズス会宣教師の文
書（主にポルトガル語・スペイン語・イタリア
語・ラテン語で記された、手書きの現地報告書類）
を用いた研究を進めている。イエズス会宣教師の
報告書であっても、本文書のような公文書であっ
ても、その翻字・解読に、西洋古文書学の手法が
欠かせないことは共通している。ただし、筆者は
Indenture 1663の内容の詳細や社会的・歴史的背

景については門外漢であることを、あらかじめお
断りしておく。
このため本稿では、Indenture 1663について、

主に西洋古文書学的な視点から紹介し、翻字テキ
ストを提示する。内容の詳細な分析については、
専門家の研究を俟つこととしたい。
　

2 ．来歴と修復事業
Indenture 1663は、名古屋大学附属図書館所蔵

の「ホッブズ・コレクション」1）（正式名は「イギ
リス近代思想史原典コレクション」、以下「コレ
クション」と略記する）に含まれた資料の一つで
ある。「コレクション」は、名古屋大学が文部省（当
時）の「外国図書購入費」によって、1979年度か
ら1980年度にかけて購入したものである。
1979年度購入分（第Ⅰ期2））は、リチャード・
ハッチウェル（Richard	Hatchwell,	1927-2009）と
いう古書籍商が1950年より蒐集してきたトマス・
ホッブズ（Thomas	Hobbes,	1588-1679）の著書や、
彼に関連する同時代の人物の著作から構成されて
いる3）。ハッチウェルは、ホッブズの故郷である
マームズベリ（Malmesbury）の出身で、1947年
から古書籍業を開始している。彼は、書籍だけで
はなく、地元の歴史についても豊富な知識を有し
ており4）、ホッブズに関する書籍の蒐集も、同郷
人としてのホッブズに関心を持っていたことが関
連していると考えられる5）。

Indenture 1663は、ハッチウェルが蒐集したこ
の第Ⅰ期に含まれており、唯一のマニュスクリプ
トである。なおハッチウェルは、絵画など図像資
料も幅広く蒐集したようで、「コレクション」第
Ⅰ期にはホッブズの肖像画 5点も含まれている。
第Ⅱ期は、ホッブズの影響を受けて展開された
イギリスとフランスの近代思想関係の著作を集め
た資料群である。こちらは、第Ⅰ期を補充・拡大
する意図で、デュヴァル（Duval）書店が蒐集した。
1979年の購入当時、Indenture 1663がどのよう
な状態で受け入れられたのかは明らかではない
が、折り畳まれた状態で長年保管されていたと推
察される。2017年度に修復が施される以前は、ヴェ
ラム（獣皮紙）に折れがあり、ヴェラム自体が固
くなった状態で、伸ばすことができないほど強い
折れ癖がついていたようである。
そこで専門家6）によりフラットニング（平滑化）
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が施された。湿気を与えることで柔軟性が出る
ヴェラムの性質から、この修復では、ヴェラム自
体に湿気を与えて柔らかくした上で、徐々にしわ
と折れを伸ばし、しわが伸びたら、板に挟み込ん
でおもりを載せて7）平滑化する処置が行われた。
その後は、平滑な状態を保つために文書の大きさ
に合わせたアーカイバルボード（中性紙保存箱）
に入れて保管されている。
なお第 1葉裏面には、裏打ちして修復した痕跡
が確認できる。フラットニングの前に撮影された
画像を確認すると、同じ修復痕が見られる。また
その一部には、「［£］150」と鉛筆書きがあり、
それは字体からみて日本人によるものではないと
思われる。以上のことから、これらの修復はハッ
チウェルの所有以前になされたものと推察される。

3 ．文書の内容
3-1．作成時期・文書の当事者・具体的内容
本文書の作成日は、1663年12月18日である。ま
た文書内では、まず日付が記されたのち、「神の
恩寵によるイングランド、スコットランド、フラ
ンスおよびアイルランド王、信仰の擁護者である
我らの主権者たる国王チャールズ 2世の治世15年
目」と書かれている。これは、チャールズ 2世
（Charles	II,	1630-85）が、スコットランド王の座
についた年（1649年）から数えていることになる。
その後、西暦（Annoque	Domini）1663が表記され
ている。
この時期は、ちょうど1660年 5 月にチャールズ
2世が亡命先からロンドンに帰還して後期ステュ
アート朝が始まり、時代は王政復古の真只中に
あった。この直前にチャールズ 2世は、ピューリ
タン革命関係者の大赦、信仰の自由、革命中の土
地移動の承認、軍隊への未払い給与の保証を行う
宣言（ブレダ宣言）を出した。
信仰をめぐる問題が革命を引き起こした一つの
きっかけであることからも分かるように、宗教問
題は、王室において国制や政治と密接にかかわる
争点の一つであった。そうした中で、チャールズ
2世は、カトリックの保護を念頭に置いたプロテ
スタント系も含む非国教徒に対する寛容政策をと
るが、次第にカトリック擁護を強めていく。また
チャールズ 2世は、親フランス外交へと転向して
いく。こうした背景には、カトリック教徒でフラ

ンス王家の出自を持つ母、ヘンリエッタ・マリア
の影響が少なからずあったと思われる。
次に本文書の当事者についてみてみよう。一方
がチャールズ 1世の妃ヘンリエッタ・マリア、セ
ント・オールバンズ伯爵（1st	Earl	of	St.	Albans	=	
Henry	Jermyn,	1605?-86）、ケネルム・ディグビー
（Sir	Kenelm	Digby,	1603-65）、ジョン・ウィンター
（Sir	John	Winter,	1600?-73?）、チャールズ・ハー
ボード（Sir	Charles	Harbord,	1596-1679）、ロバー
ト・ロング（Sir	Robert	Long,	?-1673）、ピーター・
ボール（Sir	Peter	Balle,	1598?-1680）、ヘンリー・
ウッド（Sir	Henry	Wood,	1597-1671）の 8名であり、
もう一方がブルース卿である。
ヘンリエッタ・マリアは、フランス国王アンリ
4世（Henri	IV,	1553-1610）の娘で、1625年にイ
ングランドに渡りチャールズ 1世と結婚した。熱
心なカトリック教徒であり、国教会の方式による
戴冠の儀式を拒否したり、セント・ジェームズ宮
殿にある彼女専用のチャペルで毎日祈りを捧げた
りと、イングランド国内のプロテスタントからは
反感の目で見られることが多かった。
以下 7名は全て、王室に仕える人物である。セ
ント・オールバンズ伯爵は、文書作成当時、宮内
卿（Lord	Chamberlain	of	the	Household）という、
王室関係の業務や人事、栄爵の授与、戴冠式や議
会開会式を除く全ての宮廷儀式を取り仕切る役職
に就いている。1628年にヘンリエッタ・マリアの
副侍従長として仕えて以降、王妃に近い存在で
あったようである。1630年代には、カトリックに
改宗し、1643年に王妃の秘書となった。ピューリ
タン革命の際には、王妃をフランスに避難させ、
王妃の息子で亡命中のチャールズ 2世とも連絡を
取り合いながら、1660年の王政復古までパリに滞
在した。
ケネルム・ディグビーは、大法官（Chancellor）

で、国璽（Great	Seal）の保管者、大法官府
（Chancery）の長官として、公文書の発給や行政
事務をつかさどり、国政について国王の重要な助
言者の立場にあった。1636年にカトリック教徒と
なり、間もなくヘンリエッタ・マリアに仕え始め
る。ピューリタン革命中もパリ亡命中の王妃に仕
えていた。帰国後の1654年には、イギリス共和国
（the	Commonwealth）の初代護国卿オリバー・ク
ロムウェル（Oliver	Cromwell,	1599-1658）にカト
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リック教徒への寛容を助言している。
ジョン・ウィンターは首席国務卿（Principal	

Secretary）である。この役職は、もとは国王の政
治的補佐役であったが、ヘンリー 8世（Henry	
VIII,	1491-1547）統治期の1540年以降、 2名が任
命されるようになり、国政に占める地位が上昇し
ている。また彼は、チャールズ 1世の時代には武
器を供給しており、以前から王室とかかわりが
あったようである。さらに、彼はカトリック教徒
で8）、ディグビー家とも親しかったようである9）。
オールバンズ伯爵、ディグビーそしてウィン
ターは、カトリック教徒であるため、カトリック
信仰の篤い王妃の信頼も特に大きかったと推察さ
れる。また三者の職位から考えると、本文書から
は、王室内でカトリック勢力が影響力を持ち始め
ている様子も見てとれる。チャールズ 2世の対カ
トリック政策やヘンリエッタ・マリアの意向が反
映されていると思われる。
チャールズ・ハーボードと、ロバート・ロング
は、ともにSurveyor	General（測量監督官）とい
う役職に就いている。
ピーター・ボールは、法務総裁（Attorney	

General）を務めている。この役職は、法廷で国
王を代表して訴訟を行ない、政府に法律上の助言
を与える最高位の法務官で、16世紀以降国家の要
職であった。
ヘンリー・ウッドは、王室会計部の事務官

（Clerk	of	the	Green	Cloth	of	the	Household）を務め
ている。これは、王室の歳出予算や毎日の支出の
管理を行う役職である。それ以前の1644年には、
ヘンリエッタに随伴してフランスに渡っており、
王妃に近い存在であったことがうかがえる。
さて、もう一方の当事者であるロバート・ブ
ルースは、エルギン伯爵（Earl	of	Elgin＝トマス・
ブルースThomas	Bruce）の息子である。エルギン
伯爵家は、スコットランドの名門貴族で、1633年
6 月にロバートの父トマスが、スコットランド国
王から第 3代キンロス（Kinloss）伯爵に任命さ
れたことに始まる。ブルース一族はスコットラン
ドのファイフ（Fife）にあるキンカーディン
（Kincardine）を拠点とした一族である。またロバー
ト家は、スコットランド貴族の中で最初にイング
ランド貴族に列せられた名門でもある10）。
なお、父トマスは、イングランド王室と親しかっ

たようである。ジェームズ 1世（James	I,	1566-
1625）の時代には、国王から1624年にアムトヒル
（Ampthill） 近 郊 に あ る ホ ー ト ン・ ハ ウ ス
（Houghton	House）を与えられ、後にここが、 3
世代にわたってブルース家の主要な邸宅となる。
またチャールズ 1世の時代には、1633年に国王の
スコットランド王戴冠式の際に随伴している。ま
た1641年には、イングランド貴族の爵位である
ホールトン男爵（Baron	Bruce	of	Whorlton）を与
えられている。
ロバート・ブルース自身は、1660年からベッド
フォードシャー（Bedfordshire）選出の下院議員
を務め、1661年には王政復古期の議会である騎士
議会の議員となった。そして、1663年12月21日に
父トマスが亡くなると、その爵位（エルギン伯爵）
を継承した。
このように、当事者の経歴やその職位に着目す
ると、その多くが以前から王室とのつながりが深
く、とりわけヘンリエッタ・マリアに近い存在で
あったことがうかがえる。
本節の最後に、文書の具体的内容に触れておく。
この文書は、ちょうどロバート・ブルースの父が
亡くなる日の直前の12月18日に作成されており、
その内容は、まさに父の死後、その職位や土地の
あり方に関するものである。
具体的には、概ね以下 2点が保証されている。
①父トマスの死後は、ベッドフォードシャー州

（county）とバッキンガムシャー（Buckinghamshire）
州にあるアムトヒルのhonor（封邑）における荘
園執事長（Chief	and	High	Steward）の職位と構成
員、従物を与える。
②アムトヒルの封邑における荘官監督長

（Guardian	Chief	of	Bailiff）の職位を与える。
封邑とは、有力貴族の集合所領、すなわち騎士
封（Knight's	Fee）の集合体を指す。いくつかの州
に散在する騎士封が中心にあり、支配する領主（貴
族）によってまとめられ、行政上一単位とみなさ
れたものである。現在のアムトヒルはベッドフォー
ドシャーに属する地名であるが、当時は封邑とし
て、隣接のバッキンガムシャーにもまたがってい
たのだろうか。また、アムトヒルが、ブルース家
の主要邸宅であるホートン・ハウスから近いこと
も、ブルース家にアムトヒルの封邑の管理が任さ
れていたことに関連があるようで興味深い。
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荘園執事（Steward）とは、領主の代理として
荘園（manor）の管理にあたった役人である。複
数の荘園を管理する場合が多く、それらの運営と
法的秩序の維持、領主の利益の擁護に責任を持っ
ていた。そのため、荘官を監督して農作業の管理
にあたらせ、他方では、荘園裁判所や領主刑事裁
判所を主宰して、秩序の維持に努めていた。
②については、「父親の死後」という一文が確
認できないため、ロバートに新たに与えられた可
能性もある。ただし筆者には、職務の内容から①
と②を区別する力量はなく、今後の専門家による
厳密な分析に委ねたい。
こうしてロバート・ブルースは、このインデン
チャーによって、アムトヒルの封邑、その管理や
権利を保証された。そして、父親の死後は、その
爵位も継承し、第 2代エルギン伯爵となった。さ
らに翌年には、イングランド貴族のアイルズベ
リー伯爵（Earl	of	Ailesbury）、アムトヒルのブルー
ス子爵（Viscount	Bruce	of	Ampthill）、スケルトン
のブルース男爵（Baron	Bruce	of	Skelton）に叙位
されている。また1685年には、宮内卿を務めてい
る。ここから、ロバートは王室との関係をより深
めていったことがうかがえる。Indenture1663も、
ブルース家と王室との関係を示す重要な史料の一
つと位置付けられるだろう。

3-2．ホッブズとの関連
Indenture1663には、ホッブズの名前は登場しな
いが、これがホッブズに関連するマニュスクリプ
トとして蒐集された理由は何であろうか。単に同
時代の文書であるばかりでなく、文書の当事者の
中に、ホッブズと関わりのある人物がいたことが
最大の理由であろう。
ホッブズは、1640年にパリに亡命し、亡命中に
はチャールズ 2世（当時は皇太子）の数学の家庭
教師を務めていた。王室との関わりがあれば、当
然ヘンリエッタ・マリアとも親交があっただろ
う。本文書にヘンリエッタ・マリアが当事者とし
て名前のあることから、本文書がホッブズと関連
のある資料として蒐集されたと考えられる。
さらに、ホッブズは、王室だけではなく、本文
書に登場する別の人物たちとも関係があったよう
である。オールバンズ伯爵は、ホッブズがチャー
ルズ 2世の家庭教師を務めた際、ホッブズの教師

としての立場を擁護し11）、ホッブズが1642年に
『市民論』をパリで匿名出版した際には、その資
金調達を行なっている12）。ホッブズにとっての恩
人といえよう。ディグビーは、1630年代にフラン
スでホッブズと出会い、以降長い間親交が深く、
手紙のやり取りもあったようである13）。
内容としては直接ホッブズにつながるものでは
ないが、Indenture1663からは、ホッブズと親交の
あった人物たちが当時どのような立場にいたのか
を確認することができる。本文書も、コレクショ
ンの他の資料と同じように、当時のホッブズの社
会的立場や彼の思想を知る手がかりとなりうるの
ではないだろうか。

4 �．Indenture 1663 を「読み解く」：西洋古文書
学的アプローチ 
4-1．西洋古文書学的アプローチとは？
古文書や古書籍を「読み解く」場合、書かれて

いる内容（テキスト）を解読・分析することがま
ず思い浮かぶだろう。しかし、ここでいう「読み
解く」とは、内容の理解だけではなく、その古文
書がもつ構造や様式をも把握し、概括的に理解す
るという意味である。そのためには、西洋古文書
学の知識が不可欠なのである。
西洋古文書学に含まれる主な学問領域として古
書体学（paleography）、文書形式学（diplomatic）、
印章学（sigillography）があげられる14）。
古書体学とは、文字の形状（書体）を分析・分
類をする学問領域である。また、略字の知識も古
書体学の体系に含まれている。この知識がなけれ
ば、古文書の原文を翻字することはできず、内容
や形式を把握することが難しくなる。この意味で、
翻字の作業も古書体学の範疇に入るといえよう。
さらに、紙や獣皮紙といった文書に使われた媒
体や筆記用具、インク等の記録材料、大きさなど
の形態、文書内の文字・記号・印章の配置といっ
たレイアウトなどを分析すること、すなわち文書
のモノとしての分析も、古書体学の研究に含まれ
る。この分野は、書物の物理的体裁を研究する古
書冊学（codicology）と密接に関連している。
文書形式学とは、法的効力のある文書の伝来や
書式を研究する学問領域である。文書形式学では、
真正性の判断や、テキストの内容の評価など文書
の性質を批判したり、特定の文書作成者に固有の



― 12 ― ― 13 ―

定式や象徴的・イデオロギー的表現などを抽出す
ることで、歴史研究者が特に関心を持つ内容部分
を識別し、日付を推定することを目的としている。
また近年では文書の生成から利用、保存・管理、
消滅を辿る、すなわち文書のライフサイクルにつ
いての研究も、ここに含まれる。
そして印章学とは、印章の図柄の形式や印章に
刻まれた銘文の識別、印章の保存方法について研
究する学問領域である。なお本稿で紹介する
Indenture1663では、残念ながら印章の紐・帯のみ
が見える状態のため、印章そのものの分析をする
ことはできない。

4-2. 古書体学的分析
上述の通りIndenture1663は、獣皮紙に記されて

おり、大きさの異なる 2葉で構成されている。 2
葉は、下の大きい方の 1葉が上の 1葉を巻き込む
形で、下部に付された 7つの印章のバンド（ヴェ
ラム製）と 2本の紐（それに付いていた印章は失

われている）によって綴じられている（写真 1 ・
2）。本稿では、文書の内容に沿って、下の大き
い葉を第 1葉、上を第 2葉とする。
文書の大きさ（最大値）は下記の通りである。

・第 1葉：	縦56.0	cm（綴じ部分を含む）
　　　　横69.7	cm
・第 2葉：	縦39.0	cm　横68.9	cm（横は上部にい

くほど小さくなる台形となっている）
・綴じ部分：縦3.7	cm、横68.9	cm
各葉は左右両端に開けられた孔を規準として薄
く引かれた罫線を並び線とし、それに沿って文字
が記されている。こうした罫線の引き方は、中世
の写本によくみられる。中世写本の場合、薄いグ
レーか茶色の線が残っているようである。薄いグ
レーの線の場合は、鉛と銅製の道具によって引か
れたもので、茶色の場合は、クレヨン（溶かした
蝋と顔料などを練り合わせて棒状に冷やした、固
形の描画材料）によって引かれたものである15）。
ただし、本文書の薄い罫線の色は、経年の影響も
あるので正確な色は特定できない。
これとは別に、赤い罫線も縦横に引かれている。
一見すると赤い罫線に沿って文字が書かれている
ように見えるが、細部を見てみると、赤い線と孔
の位置がずれていることが確認できる。これは、
赤い罫線が、文字をすべて記した後にその行間に
入れられたこと示している（写真 3）。

なお孔は、イニシャルや装飾部分には開けられ
ておらず、あらかじめレイアウトを確定させた後
に開けられていたと考えられる。
第 1葉上部には、装飾が施されている（写真 4）。

写真 1

写真 3

写真 2
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中央に見えるのは、アチーブメント（achievement	
紋章一式の意）である。中央のひし形のエスカッ
シャン（escucheon	紋章用の楯の意。あるいはシー
ルド・オブ・アームスshield	of	arms	とも言う）は
縦二分割の構成になっている16）。左側は、ステュ
アート朝の紋章と判断できる。その詳細を見ると、
イングランドを示す歩き姿のライオン（パッサン
ト	passant）とフルール・ド・リス（fleur-de-lis,	
アイリスの花を様式化した意匠）17）の図柄、スコッ
トランドの立ち姿のライオン（ランパント	
rampant）、アイルランドの竪琴18）が確認できる。
また右側には、フルール・ド・リスの図柄が入っ
ている。ヘンリエッタ・マリアがフランスのブル
ボン王家からステュアート王家に嫁いでいること
を考えると、これはフランス王家の紋章だろう。
エスカッシャンの上には、王冠が載せられ、左
右のサポーター（エスカッシャンを支える動物な
ど）には、王冠を被ったライオンとフルール・ド・
リスの図柄の服を着た天使が描かれている。下部
のスクロール（scroll）には、“DIEV	ET	MON	
DROIT”（神と我が権利）というモットー（motto）
が見える。これはイングランド王国のモットーで、
王が神から与えられた支配権を持っていることを
暗示している。
アチーブメントの左には王冠を載く花、すなわ
ちイングランドのバラ、右には無冠の花、そして
王冠を載くフルール・ド・リスが描かれている。
おそらくフランス王家を意味するのであろう。
これらの象徴的意味合いや文書の内容との具体
的な関連については、専門家の分析に俟ちたい。
文書本文の冒頭はＴを装飾したイニシャルが記
され、そこにはヘンリエッタ・マリアの肖像が描
かれている（写真 5）。
冒頭“This	Indenture	made”の部分は、経年によっ
て退色してはいるが、金インクで彩色されている
ことが分かる。
続いて文字部分に着目する。文字は、没食子イ
ンクで記されている。本文（罫線が引かれた部分）

と本稿末尾に提示する翻字テキストの②部分は、
Secretary	Handと呼ばれる、1500-1700年にかけて
英語・ドイツ語・ウェールズ語・ゲール語の文字
によく用いられていた字体と判断できる19）。
③と④部分については、本文や①部分とは書き
手が異なる。両者には、この証書の日付、当事者
の名前、簡潔な内容説明が記されており、特に③
には、文書の分類記号のようなもの（Bun.22.	N.o16）
も確認できる。これらの記述と証書に残された折
り跡とを併せて考えると、③と④は、証書が作成
されて折り曲げられた後に、証書を整理・管理す
るために記録されたものと推察される。
翻字テキストのⒶ～Ⓔ部分も、本文や①～④部
分とは異なる字体で書かれている。Ⓓを除く全て
に名前が見られることから、本文書の当事者によ
るものと判断できる。Ⓓは、名前ではないが、そ
の文意（By	Her	Ma.

ties
Com－and　陛下のご用命によ

り）を考えると、当事者による可能性も考えられ
る。なおⒶは、ヘンリエッタ・マリアの名前であ
るが、末尾のRは、Regina（女王）の略語であろ
う20）。
本文の語句を詳細に見ていくと、現代のスペリ
ングとは違う単語が複数みられる。例えば、現代
英語のappurtenancesは本証書ではappurtence－s、
motionはmoco－n、situateはscituateと記しているこ
とが確認できる。特にmotionのように語末が-tion
となる単語は、c－onと綴る傾向があることが分か
る。この綴り方は、略字の 1つで、アルファベッ
トとそれを補助する記号（縮綴記号）との組み合
わせによるものである。

写真５

写真 4
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特に西欧中世の文書では、文字は必ずしも完綴
形で記されるわけではなく、こうした略字を用い
て記されることがしばしばあった。本文書もその
例外ではなく、いくつかの略字が見られる。

写真 6は、commandの略字である。写真 7は、
先述のmoco－nと同じ例で、directionの略字である。

写真 8は、Mat..
iesと記されておりMajestiesの略

字である。こうした略字は、ススペンシオ
（suspencio	語綴中断法）と呼ばれる、 1つの語の
綴りを途中で中断させる縮綴である。
本文の行末に着目してみると、～や	//	、～と	//
を重ね合わせた記号が見られる。（写真 9）

中世の写本においては、各行を揃えるために、
行末に単語を記すスペースが十分にない場合に抹
消線をいれたり、バツ印で埋めたりする方法があ
り21）、本文書にみられるこうした記号も中世写本
の慣習と同様に、行末をそろえるために記入され
たと考えられる。
印章部分に着目すると、本文書の下部に、 8つ

の印章が吊るされていたことは確実である。一番

左の印章は紐から取れて現存しないため、誰の印
章であるか断定はできないが、第 1葉の裏面には、
その印章部分が裏移りしたと思われる痕跡を確認
できる（写真10）。

印影の大きさは直径13.3	cmとその他の 7つの
印章と比べてかなり大きいものであったようであ
る。文書内には、「王妃ヘンリエッタ・マリアは、
大印璽を貼り付ける」と記されていることから、
失われた印章は、ヘンリエッタ・マリアのもので
ある可能性がある。
その他の 7点については、印章部分が印章を吊
り下げるバンドで包み込まれているため22）（写真
11）、印章そのものを確認することができないが、
印章が文書に吊るされた部分に、 1つを除いて各
自署名を残している。左から、セント・オールバ
ンズ伯爵、ケネルム・ディグビー、 3番目には署
名はないが、消去法によりジョン・ウィンターで
あることが分かる。 4番目は、チャールズ・ハー
ボード、次がピーター・バール、そしてロバート・

写真６

写真７

写真８

写真９

写真10

写真11
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ロングと続き、最後がヘンリー・ウッドである。
ロバート・ブルースについては、第 1葉の裏面、
ちょうど印章（王妃のものと考えられる）を吊る
した紐の裏側に、その署名が確認できる（写真
12）。その上部（右端）には、ちょうど修復痕が
あるため、そこに印章がつけられていたか否かは
残念ながら判断できない。しかし、本文末尾には、
ロバート・ブルースの印章と署名がつけられる旨
が記されている。

4-3. 文書形式学的分析
Indenture 1663は、タイトルからすでにわかる

ように、Indenture（インデンチャー）と呼ばれる
証書である。インデンチャーとは、 2人ないしそ
れ以上の当事者の間に作成される捺印証書の一つ
で、歯型割印文書や歯型捺印証書と訳される。一
枚の獣皮紙に同一内容の契約や譲渡などの文面を
当事者分書き記し、それぞれの文面の間に語や語
句を記入して境目とし、それにそって歯型あるい
は波状に切り離して、当事者各自が一部ずつ保持
した。この形式は、証書の真正を確認し偽造を防
止するために有効であった。当初は、主に遺言書
に用いられていたが、次第に公私の契約書や不動
産関係の権利証書などに用いられるようになった。
本文書の上部に着目すると、緩やかな波型に
なっていることが分かる。当初は、獣皮紙の製造
過程によるものと考えていたが、本文書がインデ
ンチャーであることから、文書作成の際に意図的
に波型に切られたと思われる。ただし残念ながら、
本来のインデンチャーのように、切り口の境目に
文字が記されたような痕跡は確認できない。しか
しながら、本文書の伝来形態と併せて考えると、
このことが必ずしも本文書の真正性を失わせる理
由とはならない。本文書の伝来形態についての考
察は、後述する。
次に、本文書の書式（構造）が実際にどのよう
になっているのか見てみよう。構造を分析するこ
とで、インデンチャーの書式がどのようなもので

あるかを知ることができる。なお、書式の分析に
際しては、同時期のその他のインデンチャーとの
対照を可能な範囲で試みた23）。
文書にはいくつか太字で記された語句が確認で
きる。これらは、文書の内容や当事者の名前を抽
出しやすくし、文書の概要を把握しやすくするた
めの工夫あるいは書式と思われる。
いずれの文書も概ね冒頭は、This	Indenture	made
の書き出しの後に、作成年月日の情報が記されて
いる。その後、Betweene	［Between］と太字で書
かれた後に、当該文書の当事者の名前が明記され
ている。Indenture1663と同様に、冒頭は概ね、上
記の書き出しで始まり、続いて当事者の名前が記
されるようである。これが当時のインデンチャー
の冒頭の一般的な書式であったと考えられる。
その後には、太字でWhereasから始まる一文が
続いている。これは、冒頭に置かれる日付や当事
者の名前と、具体的な内容が始まる本文との間に
位置するもので、文書作成の背景が示されている。
この部分は、法的効力に関係しないためか、省略
される場合もあるようである。
具体的な内容部分には、本文書では、太字で

Now	this	Indenture	witnesseth	［witness］という文言
が使われている。ここから文書の主要な内容を含
む「主部」24）が始まる。文書によっては、単に
witnesseth（wittnesseth）と表現される場合もある
ようだ。

Indenture1663における主部では、Have	given、
Doe	［Do］	give、To	have	and	to	Hold、To	Be	Heldと
いった語句が太字で記されている。何を（が）実
際に与え（られ）るのか（具体的な土地や地位・
職務など）、どのような義務を負うかなど、すな
わち「文書の内容となる法行為を示す」ための定
式表現の一つと言える。その他にも、本文書には
太字で表現された語句がいくつか確認できる（All	
that,	Except,	Provided	always,	Yeilding	［Yielding］
Rendering…	など）。このように、一部分を太字に
して表記するのは、文書の重要な箇所や特に注目
すべき箇所を分かりやすくするための、インデン
チャーにおける書式の一例であろうか。
主部の最後は、文書の有効性を保証するための
手段（印章・署名）を付与することを示した一文
で締めくくられている。具体的には、In	witness	
whereof（＝その証拠として）という語句の後に、

写真12
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当事者全員の印章と署名を付すという旨の一文が
きている。中世文書における「認証定式」
（corroboration）に相当すると思われる。
そして文書の最後には、文書の内容に関する添
書きや内容を短文に要約したような添書き、当事
者の署名が記されている（翻字テキストの①と②
およびⒷ～Ⓔ）。この部分は、中世文書の「終末
定式」（eschatocol）に相当する。ここにも、中世
文書の書式の残滓が垣間見られる。
	 	以上から、Indenture1663の構成を図式化する

と、概ね以下のように表すことができる（図 1）

本節の最後に、本文書の伝来の形態について考
察する。第 1葉の裏面を詳細に見てみると、本文
書の内容を簡潔に記した部分にCopyという語句
が確認できる。これは、この文書が写しであるこ
とを意味している。
文書が伝来する形態として、オリジナル（original）

と写し（copy）に大別される。写しの中には、法
的有効性の要素を含んだ正確な様式で作成される
authentic	copyというものがある。本文書の場合、
印章と署名があることから、authentic	copyに該当
し、法的有効性を持つ写しと考えられる。
以上のことを踏まえて考えると、本文書に本来
のインデンチャーに特徴的な痕跡が見られないの
は、本文書が写しであることが理由の一つである
かもしれない。あるいは、この年代のインデン

チャーには、定型として説明されるような特徴が
すでに失われている可能性も考えられる。

おわりに
以上のように本稿では、Indenture1663について、
翻字テキストの提示と併せて、単に内容の紹介だ
けではなく、マニュスクリプトを「読み解く」方
法を紹介しつつ、主に西洋古文書学の視点から分
析した。本稿によって、当該文書が広く知られ、
研究に利活用されることを願うとともに、日本で
は体系的に学ぶ機会がいまだ少ない西洋古文書学
の手法を知る一材料となれば幸いである。
最後に、本稿をきっかけとして、名古屋大学附

属図書館をはじめ、西洋のマニュスクリプトを所
蔵する各図書館や文書館において、画像データに
併せてテキストデータも公開する動きが今後進ん
でいき、保管されたままのマニュスクリプトが一
つでも多く研究利用されるようになることを期待
したい。そのためにも、図書館員と大学教員をは
じめとする研究者との協力体制を築くことが必要
である。これは筆者自身の課題の一つでもある。

【翻字テキストの凡例】
・	解読不明な文字や不確定な（現時点では推定の）
文字は［　］内に入れた。
・	第 1葉の裏に見られる点線は、文書の折り目を
表現している。
・	行末を揃えるために入っている記号（～、～と	
//	を重ね合わせたものなど）は、すべて「＝」
で表現した
・	　　　　　で囲っているのは、文書の分析の便
宜上、筆者が入れたものである。また、その中
の①～④およびⒶ～Ⓔも、筆者による。

【謝辞】
この貴重な資料を紹介する機会をくださった髙
野彰氏（元跡見学園女子大学文学部教授）、本資
料の閲覧など執筆に当たって多くのサポートをし
てくださった松波京子氏（名古屋大学附属図書館
研究開発室研究員）、修復に関する情報の提供・
開示にご快諾くださった株式会社大入および丸善
雄松堂株式会社に、ここで深く感謝申し上げる。
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図 1 　インデンチャーの構成の一例
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注
1 ）ホッブズを中心にその関連資料を広く収集したこ
とから、名古屋大学では「ホッブズ・コレクショ
ン」と通称されている。名古屋大学附属図書館．
1982，iii

2 ）第Ⅰ期と第Ⅱ期の区分は、購入者である名古屋大
学による区分である。

3）水田．1985，p.	80．
4 ）Athelstan	Museumのウェブサイトhttp:/ /www.

athelstanmuseum.org.uk/people_richard_hatchwell.

html	（accessed	2020-01-24）
5 ）水田．1985，p.	79-80．
6 ）修復・デジタル化作業は、株式会社大入が担当し
た。なお、「美術品・書籍・文書等、文化財の修
復及び保存に係る業務」として、丸善雄松堂株式
会社も携わった。

7）修復業者が作成した修復報告書の画像を見ると、
板に挟む際には、板とヴェラムの間に保護用の紙
（間紙）を置いていることが確認できる。

8）Griffy.	2008,	p.	41.
9 ）Collins.	2002,	p.	317.	
10）北.	2014,	p.	62.
11）Collins.	2002,	p.	307.	
12）梅田.	2005,	p.	61.
13）Collins.	2002,	p.	312.
14）西洋古文書学に関する概要、西洋古文書を読み解

くための方法については、森脇.	2017を参照のこ
と。

15）Shailor.	1991,	p.	15．
16）西洋の紋章は、婚姻や相続などによって複数の紋

章が組み合わせられて、その家系の変遷などが解
るようになっている。森.	1996,	p.	59．

17）フランス王家の紋章であるフルール・ド・リスは、
エドワード 3世以来（1340年の百年戦争中のイン
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グランドの勝利）、ジョージ3世（1801年）まで、
イギリス王家の紋章にも使用された。森.	1996，p．
287,	307．

18）森.	1996,	p.	179-180．スティーヴン．2019，p.	188．
19）オックスフォード大学ボードリアン図書館が運営

するウェブサイトRediscovering	Rycoteのうち、古
書体学学習用のページにSecretary	Handに関する項
目がある。

　　http://rycote.bodleian.ox.ac.uk/Palaeography-Guide-

alphabet（accessed	2020-01-26）
20）Davida.	1991,	p.	68．
21）ビショッフ．2015，p.	233．特に、13世紀末から

15世紀にかけてのイタリアとフランスの写本の書
き手に見られた習慣のようで、ヘブライ人の写字
習慣にさかのぼることができるようである。

22）ただし、完全に印章が残っているのは、ヘンリー・
ウッドとジョン・ウィンターのものだけで、
チャールズ・ハーボードの印章は破片のみが残
り、その他は失われている。

23）Brigham	Young	University	（BYU）のウェブサイト	

BYU	Script	Tutorialには、17-18世紀のLand	Indenture

の翻字とその解説が掲載されている。
　　https://script.byu.edu/Pages/the-english-documents-

pages/en-land-leases-and-litigation	（accessed	2020-01-
26）本稿では、このサイトおよび、吉川.	2019．
を参照した。

24）本文と表現することも可能であるが、本稿では、
文書形式学の用語である「主部」（text）を用いる。
高山.	2005,	p.	67．
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